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はじめに 

 

平成23年３月に策定した逗子市食育推進計画においては、５年後の最終的な目

標値を達成するため、平成24年度から年次評価を行い、進行管理を進めるとともに

各事業の内容の充実を図ります。今年度は、３回目の年次評価として、市の事業と

庁外機関で実施した、取組みの方向別に51の食育推進事業について評価を行いま

した。 

年次評価では、まず平成25年度の食育に関する状況と、平成26年度の食育の方

向性を、各事業の担当者が逗子市食育推進事業自己評価シートに記載します。そ

の後、逗子市食育推進懇話会（※）メンバーの方々に、自己評価シートに対するご

意見を伺い、取組みの方向別に課題の抽出等を行います。 

評価結果は、各事業のさらなる向上を図るため、各事業者へフィードバックすると

ともに、今後の普及啓発の方向性と内容を検討する資料として活用していきます。 

この評価が、逗子市食育の一層の充実と普及につながるよう、引き続きオール逗

子の力で、食育を進めてまいります。 

 

 

※ 逗子市の食育を推進するため、広く市民等の意見を聴取することを目的に、公

募市民、学識経験者、市民団体、ボランティア、食に関係する事業者、関係機関等

の代表者などにより構成されています。 
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※2  食に関係する事業者とは、ＮＰＯ法人、小坪漁業協同組合、 

よこすか葉山農業協同組合、逗子市商工会などをさします。 

 

※1  保育所、幼稚園、学校、市民団体・ボランティア、食に関係する事業者、 

行政が主体的に関わり、力を合わせて取り組むことです。 

＊計画期間は、2011年度（平成 23年度）から 2015年度（平成 27年度）までの 5年間。 

 
＊現状値は、2010年（平成 22年）5月実施の「逗子市食育に関するアンケート」による。 

 

目標 指標 目標値 現状値 

①食事を楽しくおいしく

食べる 

毎日 3食食べる人の割合 
90％ 81.9％ 

食事を満足している人の割合 
80％ 71.1％ 

②食事づくりに参加する 食事づくり（買い物・調理・

配膳・片付け等手伝いも含

む）に参加している人の割合 
95％ 91.8％ 

③地域活動に参加する 

 

地域の活動に参加している割

合 70％ 62.2％ 

 

 

農林水産に関わる体験をした

ことがある割合(教育ファー

ムを含む) 
90％ 84.3％ 

 

この計画の達成を目指し、３つの目標をたてています 目 標 

オール逗子の取組み ※1 

地 域 

食に関係 

する事業者 

※2 

 

行 政 

家 庭 

自 分 
保育所 

幼稚園 

学校 

市民団体・ 

ボランティア 

逗子市食育推進計画の概要 

 逗子市食育推進計画では、「しあわせつむぐ心豊かな食生活」の基本理念を実現するために、食育を推進

していくための取組みの方向を次の４つに定めます。次の取組みの方向の中で実施する活動内容のうち、

今回の年次評価では市の事業を中心に計 51事業の評価を行いました。 
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平成25年度逗子市食育推進事業第三者評価シート【個別事業評価】

取組みの方向１　 いきいきと健康に暮らす

　　評価欄には、Ａ、Ｂ、Cのいずれかを選択してください。

　　Ａ・・・平成25年度の事業は食育の推進に大いに寄与されており、今後も推進が期待される。

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

　　Ｂ・・・平成25年度の事業は食育の推進に寄与されているが改善の余地があると思われるため、
　　　　今後さらなる工夫を取り入れた推進が期待される。

　　C・・・平成25年度の事業は食育の視点を取り入れることができなかったと判断されるため、
　　　　今後は食育の視点を取り入れた事業展開が期待される。

 ≪目標達成へのアプローチ①≫
  食について学び、生涯にわたり健康を保つ食習慣づくりができるように支援します。

  ・バランスのとれた食事をとり、生活習慣病の予防を図ります。
　・年齢に応じた食生活の知識を身につけられるようにします。

名称

A

A

A

A

B

A

B

B

評価
※いずれかを選択

A

A

A

食事相談・健診結果相談【再掲】取組み３－③

男性の健康料理教室

健康教室

特定保健指導

A

A

B

B

B

母親・両親教室

ミニ講演会

母乳・授乳相談

乳幼児健診（４か月児健診）

乳幼児健診（お誕生日前健診）

乳幼児健診（１歳６か月児健診）

乳幼児健診（３歳児健診）

離乳食教室

２歳児すくすく教室

すこやか健診

訪問指導

健康相談

口腔機能向上・栄養改善プログラム

食事何でも相談 B

健康サポート出前講座

栄養改善教室「おうちごはん講習会」

A

A

A

１／２
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平成25年度逗子市食育推進事業第三者評価シート【個別事業評価】

取組みの方向１　 いきいきと健康に暮らす

No.

21

22

23

24

25

26.1～26.5

27.1～27.3

28.1

29.1～29.2

30.1

31.1～31.2

32.1～32.4

33.1～33.3

34.1～34.2

35.1

36.1～36.5

37.1～37.5

No.

38

39

　≪目標達成へのアプローチ①≫　続き
　食について学び、生涯にわたり健康を保つ食習慣づくりができるように支援します。

　・バランスのとれた食事をとり、生活習慣病の予防を図ります。
　・年齢に応じた食生活の知識を身につけられるようにします。

「食に関する指導」実施状況調査の依頼と結果の活用（中学生）＊取組み2校

自然体験学習（小学生）＊取組み4校

自然体験学習（中学生）＊取組み3校

親子ふれあい食育教室の協力校の依頼（小学生）＊取組み2校

B

離乳食提供・幼児給食提供

食に関する活動「給食参観」

献立表における食情報の提供

芋掘り（園庭に芋の苗を植えて育てて収穫）

高齢者センター教養講座「男の台所仕事」

逗子市立小中学校における「食育」の年間指導計画の立案や授業実践での取組み(小学生)
＊取組み5校

逗子市立小中学校における「食育」の年間指導計画の立案や授業実践での取組み(中学生)
＊取組み3校

「食育月間」における食育の推進依頼（小学生・保護者）＊取組み1校

「食育月間」における食育の推進依頼（中学生・保護者）＊取組み2校

「食に関する指導」実施状況調査の依頼と結果の活用（小学生）＊取組み1校

A

A

A

A

A

名称
評価

※いずれかを選択

親子ふれあい食育教室の協力校の依頼（中学生）＊取組み1校

　≪目標達成へのアプローチ②≫
　心豊かな食生活に向けた環境づくりを進めます。

　・食卓交流の場づくりを進めます。
　・幸せを感じる食卓づくりを進めます。

B

小学校給食提供【再掲】取組み4－①（小学生）＊取組み5校

給食試食会（小学生保護者）＊取組み5校

食事提供事業 A

ブロック月例会での昼食会 A

B、B、A、A、A

B,A,B

B

B,B

A,B

A,A,A,A

A,A,A

B,B

A

A,A,A,A,A

名称
評価

※いずれかを選択

２／２
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平成25年度逗子市食育推進事業第三者評価シート【個別事業評価】

取組みの方向２　安心して食べられる

　　評価欄には、Ａ、Ｂ、Cのいずれかを選択してください。

　　Ａ・・・平成25年度の事業は食育の推進に大いに寄与されており、今後も推進が期待される。

No.

―

No.

―

No.

40

41

No.

42

該当事業なし ―

　　Ｂ・・・平成25年度の事業は食育の推進に寄与されているが改善の余地があると思われるため、
　　　　今後さらなる工夫を取り入れた推進が期待される。

　　C・・・平成25年度の事業は食育の視点を取り入れることができなかったと判断されるため、
　　　　今後は食育の視点を取り入れた事業展開が期待される。

 ≪目標達成へのアプローチ①≫
  地産地消の取組みを進めます。

名称
評価

※いずれかを選択

名称
評価

※いずれかを選択

該当事業なし

災害時におけるアレルギー用物資等の供給に関する協定

名称
評価

※いずれかを選択

平成25年度第８回かながわ食の安全・安心基礎講座
「メルシャン藤沢工場へ行ってみよう！」

名称
評価

※いずれかを選択

B

―

B

食育関連図書の提供 A

 ≪目標達成へのアプローチ②≫
 　市民と食に関係する事業者との交流を支援します。

 ≪目標達成へのアプローチ③≫
 　誰もが食に対して安全かつ安心して生活することができるよう情報の提供に努めます。

 ≪目標達成へのアプローチ④≫
 　食の安全・安心を図るための地域ネットワークづくりを進めます。
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平成25年度逗子市食育推進事業第三者評価シート【個別事業評価】

取組みの方向３　地域で支えあう

　　評価欄には、Ａ、Ｂ、Cのいずれかを選択してください。

　　Ａ・・・平成25年度の事業は食育の推進に大いに寄与されており、今後も推進が期待される。

No.

43

No.

44

No.

45

No.

―

名称
評価

※いずれかを選択

生ごみ講演会

　　Ｂ・・・平成25年度の事業は食育の推進に寄与されているが改善の余地があると思われるため、
　　　　今後さらなる工夫を取り入れた推進が期待される。

　　C・・・平成25年度の事業は食育の視点を取り入れることができなかったと判断されるため、
　　　　今後は食育の視点を取り入れた事業展開が期待される。

 ≪目標達成へのアプローチ①≫
  食育に取り組む市民団体やボランティアの活動を支援し、食の輪づくりを進めます。

A

 ≪目標達成へのアプローチ②≫
 　食育に関する専門的知識を有する者を養成します。

 ≪目標達成へのアプローチ③≫
 　保健医療機関等における食育の普及と啓発活動を進めます。

評価
※いずれかを選択

食生活改善推進員養成講座 A

名称

該当事業なし ―

評価
※いずれかを選択

食事相談・健診結果相談【再掲】取組み１－①

名称
評価

※いずれかを選択

名称

B

 ≪目標達成へのアプローチ④≫
 　市内の食に関係する事業者の食育活動を支援します。
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平成25年度逗子市食育推進事業第三者評価シート【個別事業評価】

取組みの方向４　食文化を守り伝える

　　評価欄には、Ａ、Ｂ、Cのいずれかを選択してください。

　　Ａ・・・平成25年度の事業は食育の推進に大いに寄与されており、今後も推進が期待される。

No.

46

47

48

49.1～49.5

No.

―

No.

50

51

逗子の地場産物やその加工品等の販売 B

B

A,A,A,A,A

「郷土料理」料理教室

小学校給食提供【再掲】取組み１－①（小学生）＊取組み5校

名称
評価

※いずれかを選択

該当事業なし ―

名称
評価

※いずれかを選択

 ≪目標達成へのアプローチ②≫
 　豊かな環境を次世代につなぎます。

　　Ｂ・・・平成25年度の事業は食育の推進に寄与されているが改善の余地があると思われるため、
　　　　今後さらなる工夫を取り入れた推進が期待される。

　　C・・・平成25年度の事業は食育の視点を取り入れることができなかったと判断されるため、
　　　　今後は食育の視点を取り入れた事業展開が期待される。

 ≪目標達成へのアプローチ①≫
  日々の暮らしの中で食文化を理解する取組みを進めます。

 ≪目標達成へのアプローチ③≫
 　市民と食に関係する事業者との食を介したネットワークをつくります。

名称
評価

※いずれかを選択

秋の和菓子をつくる教室

行事給食

B

A

平成25年度逗子市食育講座「地域に学ぶ料理教室～和菓子編～」 A
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平成 25 年度逗子市推進事業第三者評価シート【総合評価】 

 

取組みの方向１ いきいきと健康に暮らす 

 

全体を通しての意見 

・世代別の対象ということでは、一層の整理がされる中でライフステージを考えていくと、あらゆ

るライフステージに必要であることをアピールした方が良い。 

・保育園・小学校の取組みについてはよく活動されている。 

・中学校については、授業が忙しいとは思うが、特別な取組みや活動があまり感じられないため、

もっと具体的な活動を期待したい。 

・中学校について、目標を少し低くし、絞り込んだらどうか。 

・子どもを通して保護者へのアプローチができればよい。 

・「目標達成へのアプローチ② 心豊かな食卓の環境づくり」は整備されてきていると思う。 

 

特に意見がある事業について 

・内容の云々ではなく、食育学習の必要性等について周知度が低い。特に、自分に直接関わるとこ

ろのみに視点が向き、全項目及び分野等について着目させる PR、工夫が求められる。 

・No.15：その対象者並びに団体に対して根気強く必要性をアピールしていってほしい。 

・No.21～31.2：B 評価の事業について、具体的な取り組みが見られなかった。 

・No.32.1～37.5：全体を通し、設問に対し、回数や参加人員、コメント等の記入がないものがみ

られるため、客観的に評価がしづらいので記入する様にしてほしい。例）設問 5-2、設問 5-3、設

問 5-4、設問 7、設問 10 など 

・No.32.2、No.33.2、No.33.3、No.36.3：活動内容が平成 24年度と同様との記入が多く、工

夫している点が見られない。このあたりを記入するようにしていくと良いと思う。 

・No.38：１日あたり平均 24 食は丁度よい数字なのか。利用者の方の意見や評価が記載されてい

ないため、工夫がほしい。 

 

 

取組みの方向２ 安心して食べられる 

 

全体を通しての意見 

・情報提供はできているが、より周知を広めていくことが必要である。 

 

特に意見がある事業について 

・No.41：全世代に共通する食を扱う工場、研究所等の見学が望まれる。アルコールメーカーは食

育に視点から合わないように思う。例）JA（平塚）や県農業試験場など 

・No.42：避難訓練を利用して周知する等、今後の取組み・展開をどう広げるか期待したい。 
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取組みの方向３ 地域で支えあう 

 

全体を通しての意見 

・人材の育成環境、食育の教育が浸透してきていると思う。 

 

特に意見がある事業について 

・No.45：人数減をどう増やしていくか課題。エクセルでの履歴把握は非常によい。 

 

 

取組みの方向４ 食文化を守り伝える 

全体を通しての意見 

・事業全体としてよい方向で進められていると評価できる。 

・マナー、作法も含めてアプローチしていけるとよい。 
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